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[原著]

結果枝数がイチジク‘イスキア・ブラック'の
結果校生育および果実品質に及ぼす影響

磯部武志・大野修護*・三輪由佳・細見彰洋

(地独)大阪府立環境農林水産総合研究所 583-0862 羽曳野市尺度442

*現金崎農園 656-1602 淡路市育波

Effects of Bearing Shoot Numbers on Shoot Growth 
and Fruit Quality of ‘Ischia Black' Fig 

Takeshi IsoBE. Syugo OHNOへYuka MIW A and Akihiro HOSOMI 

Research Institute of Environment. Agriculture and Fisheries， Osaka Prefecture， Habikino， Osaka， 583 -0862 

本Presentaddress : Kansaki Farm， Awaji， Hyogo， 656-1602 

近年，全国各地で農産物直売所が増加傾向にあるが，

消費者は直売所に対して「安全・安心J，I安価」とと

もに「品揃え」を求めてきており，量販店など他庖との

差別化の中で，他にはない商材が求められてきている 11)

また， 2011年 3月に施行された「地域資源を活用した

農林漁業者等による新事業の創出等及び地域の農林水産

物の利用促進に関する法律(六次産業化法)Jにより，

農産物直売所での加工需要が高まると予想され，イチジ

クに関しでも，主要品種以外で生食用に加え，加工に適

した品種の導入が求められる 3) 

当所では，これまでにいや地や土壌病害対策として台

木を用いたイチジク栽培法を検討する中で，各種イチジ

クの品種特性を調査し 7，9)，イチジク株枯病抵抗性台

木の候補として地中海原産の‘イスキア・ブラック'を

挙げている 8) Condit (1955)によると，‘イスキア・

ブラック'は18世紀には地中海のイスキア島からイギ

リスにもたらされ， 19世紀末にはアメリカに導入され

たり.大正中期には日本へ果実生産用に導入されたと考

えられている 13)が，欧米では乾燥イチジクとしての利

用が多いのに対し，日本でのイチジクは生食用果実とし

ての利用が中心であり，果重が70~120g程度の‘桝井

ドーフイン'に比べ， 40g程度の小果である‘イスキ

ア・ブラック'は経済品種としては普及しなかったもの

と思われる 5)しかし，‘イスキア・ブラック'は‘桝

井ドーフイン'に比べてショ糖含量が高く 17)，食味が優

れていて，生食用のみならず，一口サイズを生かした製

平成24年11月1日受領，平成25年1月17日受理

菓や乾燥イチジクなど，加工法次第では販路が広がる可

能性を秘めている.株枯病抵抗性においては，現在‘キ

パル， 15)や‘ネグローネ， 9)などのさらに抵抗力の強い

品種が見いだされ，本品種の台木としての価値は失われ

つつある.しかし果実生産用としては，改めて本品種の

有効性を評価する意義があると思われる.

そこで本研究では，‘イスキア・ブラック'の果実生

産を目的とした栽培方法を検討する中で，結果枝数が結

果枝の生育および果実品質に及ぼす影響について調査し

た結果を報告する.なお，本研究は2010年度加工・業

務用果実需要対応産地育成事業(公益財団法人 中央果

実協会)により実施した.

1 材料および方法

2mm目合いの網で屋根とサイドを被覆した屋根型ハウ

スで，杯状形に仕立てた300Lコンテナ(直径150cmx 

高さ55cm)植え 5年生イチジク‘イスキア・ブラック'

16樹を供試した.コンテナは 2m間隔に配置した(4 

ぱ/樹).施肥は2010年5月20日に肥効調節型肥料(ハイ

コントロール オール10-140日タイプ)を1.250g (1 

樹当たり窒素125g，リン酸125g，加里125g)および

微量要素資材(ハイスターF) を250g施用した.殺虫

剤は使用せず，かん水，その他は慣行に準じて行った.

最適な結果校数を明らかにするため， 1樹当たりの結

果枝の数を 9本， 18本， 27本および36本(以下， 9本

区， 18本区， 27本区および36本区)に調整した.調整

は2010年5月20日に複数本伸長している結果校から，
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充実した枝を選び¥上述の本数のみ残した上で，その他

の枝は切除した.その後，側芽など発生する芽はすべて

除去し，結果枝数を維持した.結果枝の摘心は行わず，

l処理区4樹 (4コンテナ)用いた.収穫が始まる直前

の2010年 8月30日に結果枝の生育状況を調査した.株

本10) の方法に従い，結果枝基部 1~2 節の直径を計測

し，直径別に， 20mm未満を「小枝J，20皿~25阻を「中

枝J，25剛以上を「大枝」としてサイズ別に分類した.

果実は触診による柔らかさの程度から成熟を判定し，

成熟果実から順次収穫して，一果重，縦径(果梗部~果

頂部の長さ)，横径(赤道部の直径)，果皮色および果

肉色を測定した.‘イスキア・ブラック'の果皮は紫黒

色，果肉は暗紅色であるが，達観により各々の着色程度

を1 (淡) ~ 4 (濃)の 4段階に指数化して記録した.

その後，赤道部の果肉を採取してガーゼで絞り，デジタ

ル糖度計 (PR-101，アタゴ)により果肉糖度 CBrix) 

を測定した.

データの分析は，果実品質(縦径，横径，一果重，果

皮色，果肉色および果肉糖度)と結果校当たりの収穫果

数と収量(ー果重×収穫果数)について行い，各月およ

び全収穫期間の平均値を，結果枝のサイズ別および処理

区別に算出して比較した.このうち，収穫果数に関して

は，樹ごとの変動係数を比較した.また，ー果重に関し

ては，その均一性を知るため，全収穫期間を通じたすべ

ての果実における変動係数を比較した.

2 結 果

処理区ごとの 4樹すべての全結果枝サイズの分布を第

1図に示した. 9本区では大枝の割合が多く，中枝，小

枝と続いたが， 18本区， 27本区および36本区と結果枝

数が多くなるに従い，大枝の数が減少し，小枝の数が増

加した.

果実の収穫時期は 9 月上旬~ll月中旬までであった.

第1表に結果枝サイズ別の収量と果実品質の調査結果を

収穫月別に示した.収穫開始日に差はなかった(データ

省略).結果枝当たりの収穫果数は大枝が最も多く，全

期間で18.6果であったのに対し，小枝では10.8果であっ

た.一果重，縦径，横径には有意な差はなかった.果皮

色，果肉色についても有意な差はなかった.果肉糖度は，

中枝以上でソj、枝に比べて有意に高かった(第1表). 

次に，結果枝数別の 1樹当たりの果実収量および品質

を第2表に示した.収穫開始日に差はなかった(データ

省略). 9本区では l樹当たりの収穫果数は181.8果であ

ったのに対し， 36本区では294.5果と100果以上多かった.

各処理区において，樹ごとの収穫果数の変動係数は7.0
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第l図 ‘イスキア・ブラック'の 1樹当たりの結果枝

数が結果枝基部直径の分布に及ぼす影響

小枝:基部直径20皿未満，中校:基部直径20-25

阻，大枝:基部直径25mm以上

※処理区すべて(4樹)の全結果枝を分類し，合

計した結果を示す.

~20.0%であったが，一果重の変動係数は処理区間に大

きな差は認められなかった.果皮色，果肉色にも処理区

間に大きな差はなかったが，果肉糖度は9本区で最も高

く，結果枝本数が多くなるに従って低下傾向を示した.

3 考 察

生食用イチジクでは果実サイズが重要視され，大果を

生産することが収益の増加につながる.一方，加工用で

は必ずしも大果は必要でなく，それぞれの商品特性に応

じた適正な大きさの果実の均一生産が求められている.

イチジクの秋果の大きさは，収穫期によって変動し，

国内の主要品種‘桝井ドーフインでは，収穫初期の果

実において，そのサイズは著しく大きく，遅くなるほど
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第1表 ‘イスキア・ブラック'の校サイズ別収量および果実品質

結果校当たりの果数ー果重結果枚当たりの収量 縦径
枝サイズZ 収穫期

(果/枝) (g) (g/枝) (阻)
径 y 果肉糖度
果皮色Y 果肉色(皿) /]'...I...)<..L....;.I /.....";lt_.j. CBrix) 

小枝 9月

10月

11月

全期間x

中枝 9月

10月

11月

全期間x

0.8 

7.0 

3.0 

10.8 b 

3.7 

9.3 

3.3 

16.3 a 

6.9 

10.2 

1.6 

18.6 a 

37.1 

29.6 

17.2 

26.7 a 

36.1 

28.5 

16.5 

27.8 a 

36.5 

25.0 

14.8 

28.4 a 

大枝 9月

10月

11月

全期間x

29 

207 

51 

288 b 

132 

264 

55 

453 a 

251 

254 

23 

528 a 

47.3 41.2 2.9 

41.8 37.3 3.0 

35.4 30.8 2.4 

40.4 b 35.8 a 2.8a 

48.4 43.9 3.0 

41.9 36.2 3.1 

36.5 30.1 2.3 

42.2 a 36.7 a 2.9a 

50.1 40.5 3.0 

41.9 34.6 3.1 

35.1 28.6 2.7 

44.4 a 36.3 a 3.1 a 

3.0 17.9 

3.4 16.9 

3.5 17.5 

3.4 a 17.1 b 

3.3 18.9 

3.5 18.1 

3.5 18.1 

3:.4 a 18.3 a 

3.5 20.3 

3.5 18.3 

3.7 19.6 

3.5 a 19.1 a 

z 校サイズ 小枝:基部直径20mm未満，中枝:基部直径20-25阻，大枚:基部直径25凹以上

y 果皮色・果肉色:4段階で評価 1 (淡) ~ 4 (濃)

X 異なるアルファベット間で有意差あり (Tukey長ramer法 5%水準)

第2表 ‘イスキア・ブラック'の結果枝数別の果実収量および果実品質

収穫果数の 果重の 1樹当たり
収穫果数 一呆重

処理区収穫期 市動係数 変動係数の収量
(呆/樹)品(%) ;_x..~~:~，~ v _，.~~ (凹)

(%) "VI  (%) (g /樹)

横径 z 果肉糖度
果皮色Z 果肉色(mm) ""__，._ ~ ，，-，. ， ~ C Brix) 

9本区 9月

10月

11月

54.0 

88.3 

39.5 

35.8 

27.0 

16.5 

28.1 a 32.8 

37.4 

27.3 

16.7 

28.4 a 36.3 

37.5 

27.3 

15.8 

27.4 a 39.8 

34.2 

28.6 

全期間y 181.8c 

18本区 9月 55.8 

7.0 

10月 147.5 

11月 55.5

全期間y 258.8 b 

27本区 9月 33.3 

10月 140.5

11月 60.0

全期間y 233.8b 

36本区 9月 47.8 

17.1 

8.3 

10月 186.8 

1.934 

2，380 

653 

49.9 39.9 

41.6 35.5 

36.3 29.4 

q
L

つ
d
o
o

q
J

つd
内

4

5，109 c 43.3 a 35.9 a 3.2 a 

2，088 49.7 41.6 2.9 

4.031 41.7 35.8 3.2 

927 35.8 30.9 2.3 

7350 b 42.9 a 36.6 a 3.0 a 

1，247 49.0 46.0 2.9 

3，838 41.9 36.0 2.9 

951 34.7 29.6 2.3 

6ら406b 42.2 a 37.0 a 2.9 a 

1，635 47.6 3ゆ.8 3.0 

5，351 42.1 36.3 3.0 

1，003 36.9 30.4 2.3 

7.984 a 42.2 a 35.7 a 2.9 a 

11月 60.0 16.7 

全期間y 294.6 a 20.0 27.1 a 39.6 

z 果皮色・果肉色:4段階で評価 1 (淡) ~ 4 (i農)

Y 異なるアルファベット聞で有意差あり (Tukey-Kramer法 5%水準)

小さくなる.本研究の‘イスキア・ブラック'の場合も

収穫期の経過に伴い，明らかに果実は小さくなり，この

間のー果重の変動係数は32.8%~39.8%であった(第 2

表).同年の同所の露地圃場における，‘桝井ドーフイ

ン'と‘蓬莱柿'のー果重の変動係数は，それぞれ

32.6%と41.9%であり(細見ら，未発表)，‘イスキア・

ブラック'は両品種の中間であった.したがって，‘イ

スキア・ブラック'は， ‘桝井ドーフィン'や‘蓬莱柿'

と同じように果実サイズが収穫時期を通じて一定ではな

く，特に加工用に適した品種ではなかった.

3.4 

3.6 

3.7 

3.6 a 

3.4 

3.5 

3.4 

3.5 a 

3.4 

3.3 

3.6 

3.4 a 

3.0 

3.5 

3.6 

3.4 a 

20.2 

19.0 

19.8 

19.5 a 

19.3 

17.9 

17.1 

18.1 b 

19.9 

17.5 

18.0 

18.1 b 

18.8 

17.3 

17.9 

17.7 c 

一方， 1樹当たりの結果枝数を少なくすると，個々の

結果枝の生育は促進されて大枝が増え，逆に結果枝数を

多くすると小枝が増えることは，イチジクにおいても一

般的な現象であるし 12) また，結果枝の生育と果実品

質の関係については，主要品種である‘桝井ドーフイン'

の場合，生育の良い太い結果枝ほど果実が大きくなる例

が多数報告されており 6，12，16)，‘蓬莱柿'でも同様の

報告がある 2)本研究における‘イスキア・ブラック'

の場合も，結果校数が少ないほど，結果校の基部直径が

大きくなることで生育は促進されており(第 2図)， 



54 近畿中国四国農業研究第22号平成25年3月

‘桝井ドーフイン'や‘蓬莱柿'と同様の傾向を示した.

しかし，結果枝の生育が果実肥大に及ぼす影響はほとん

ど認められず，一果重に有意な差はなかった(第2表). 

また，‘桝井ドーフィン'や‘蓬莱柿'では，結果枝を

増やすほど枝は混み合って樹冠内部への日照を遮るた

め，受光量が不足し，着果数や着色，果肉糖度が減少す

る傾向が高い10.14) しかし，‘イスキア・ブラック'で

は結果枝数の増加が収穫呆数を増やしたが，果皮や果肉

の着色には影響を及ぼさず，果肉糖度がやや低下する程

度であった.このように，結果枝数が異なっても着果や

果実品質に影響が少ないことは，‘桝井ドーフイン'や

‘蓬莱柿'とは異なる特徴と言える.

結果枝数を樹冠面積で除した結果枝密度は， 9本区，

18本区， 27本区および36本区で，順に2.25本1m，4.5本/

m， 6.75本1mおよび9.0本/ぱとなる.‘桝井ドーフイン'
の一般的な基準は約 3本/ばであり，本研究の18本区以

上の結果枝密度は‘桝井ドーフイン'に比べて高い設定

にあった.したがって，本研究の処理区設定範囲におい

て，樹当たりの結果枝数を最大限まで増やしても，収量

や果実品質への影響が小さかった結果(第 2表)から，

‘イスキア・ブラック'は‘桝井ドーフイン'よりかな

り多くの結果枝数を確保しでも，一定の品質で収量増加

を図ることが可能な品種であることを示唆している.し

かし，結果枝数の増加に伴って，果肉糖度は低下傾向を

示した.食味評価において十分許容できる範囲であった

が，高糖度が厳格に求められる場合，留意が必要である.

また，枝葉が込み合うことは作業性の問題を生じさせる

ことが予想され，杯状整枝においては， 36本の結果校

数が限界と考えられる.‘イスキア・ブラック'の結果

枝数の許容範囲については，今後，一文字整枝などの他

の樹形での検討も必要である.

4 ti商 要

杯状形に仕立てたイチジク‘イスキア・ブラック， 1 

樹当たりの結果枝数を 9本， 18本， 27本および、36本と

して，結果枝生育と果実品質に及ぼす影響を調査した.

その結果，結果枝数が増えると細い結果枝の割合が増加

した.結果枝が細いと果肉糖度が低下し， 1枚当たりの

収穫果は減少する傾向を示したが，果実サイズやその均

一性，果皮や果肉の着色への影響は見られなかった.従

って結果枝数を 1樹当たり 36本まで増やすことで収量

増加が見込めることが示された.
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